
■進捗評価項目

①組織体制（様式１－１） ページ

1 （事業名） ・・・・・・ 1

②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）
1 （項目名） ・・・・・・ 1

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）
1 （事業名） 百舌鳥古墳群整備事業 ・・・・・・ 2
2 （事業名） 歴史的建造物保存修理事業 ・・・・・・ 2
3 （事業名） ・・・・・・ 2
4 （事業名） 堺市地域文化遺産活用活性化事業 ・・・・・・ 3
5 （事業名） ボランティアガイドの育成・支援 ・・・・・・ 3
6 （事業名） 堺市地場産業振興事業補助事業 ・・・・・・ 3
7 （事業名） 堺市伝統産業後継者育成事業補助事業 ・・・・・・ 3
8 （事業名） 阪堺線停留場美装化事業 ・・・・・・ 4
9 （事業名） まちなみ再生事業 ・・・・・・ 4

10 （事業名） 百舌鳥古墳群に関する情報発信 ・・・・・・ 5
11 （事業名） 百舌鳥古墳群ガイダンス施設の整備 ・・・・・・ 5
12 （事業名） 環濠都市区域内における案内板の改善 ・・・・・・ 5
13 （事業名） 史跡・重要文化財等公開事業 ・・・・・・ 5
14 （事業名） 自転車通行環境の整備 ・・・・・・ 5
15 （事業名） 学校教育の場での茶の湯体験 ・・・・・・ 6

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）
1 （事業名） ・・・・・・ 7
2 （事業名） ・・・・・・ 7
3 （事業名） 文化財の防災 ・・・・・・ 7
4 （事業名） 埋蔵文化財の取扱い ・・・・・・ 7
5 （事業名） ・・・・・・ 7

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５） ・・・・・・ 8

⑥その他(効果等)（様式１－６）
1 （事業名） 文化観光拠点における展示の充実による魅力の向上 ・・・・・・ 9
2 （事業名） 環濠都市堺の再生事業 ・・・・・・ 9
3 （事業名） 自転車タクシー走行実験の実施 ・・・・・・ 10
4 （事業名） 「SAKAI散走」の実施 ・・・・・・ 10
5 （事業名） 民間事業者主導によるシェアサイクルの導入の検討 ・・・・・・ 10

文化財調査、指定、保存管理(活用)計画の策定
文化財の修理事業、文化財の周辺環境の整備事業

文化財に関する普及・啓発の取組み、
民間団体への助成・支援や連携・協力した取組み
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進行管理総括表（令和２年度事業）

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目①組織体制

1 ■ □

令和３年２月に推進会議・幹事会を書面で開催し、令和２年度の取組み状況や２期計画について確認した
ほか、令和３年度の予算要求も踏まえた事業予定に関して情報共有・意見交換を行った。

  〇令和３年２月１日　推進会議・幹事会開催
　○令和３年３月２９日　協議会開催

評価項目②重点区域における良好な景観を形成する施策

歴まち計画の円滑な推進に向けた
組織体制に関する取組み

進捗状況

1
都市計画・景観計画等との連携
および屋外広告物法に基づく施策と
の連携

■ □

　百舌鳥古墳群及び周辺区域において、世界文化遺産登録も視野に古墳のあるまちとして相応しい景観づくりの一環として、平成２８年に高度地区による「建築物の高さ制限」、景
観地区による「建築物の色彩などの形態意匠の制限」、屋外広告物条例による「屋外広告物の大きさや高さ等の制限」を実施した。
　以後、景観地区の認定申請を通して、景観アドバイザー会議等も活用し、建築物の色彩等の調和を図るとともに、同区域における既存不適格広告物の適正化について補助金制
度を活用し、早期適正化に向けた取組みを実施した。

進 捗 評 価 項 目

事業名

進捗評価

○屋外広告物の新たな制限に関する周知・啓発 （平成30年12月末時点）

屋上広告物の撤去事例○屋外広告物適正化事例

○屋外広告物適正化補助金制度の活用（令和３年１月末時点）○景観地区認定申請件数（R３年1月末時点）

○屋外広告物適正化事例

※（）は屋上広告物の適正化件数を示す。

屋上広告物の

撤去事例
屋上広告物の
撤去事例

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 合計

申請件数 56 88 62 52 39 241

景観地区認定申請件数

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 合計
補助金活用 2（1） 4（4） 9（9） 11（6） 6（3） 32（23）
自費改修 3（1） 8（2） 16（2） 16（1） 1(0) 44（6）

計 5（2） 12（6） 25（11） 27（7） 7(3) 76（29）

百舌鳥古墳群周辺地域における屋外広告物の適正化（件数）

令和２年度（２０２０年度）の取組み予定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

第３四半期 第４四半期

令和３年度（２０２１年度）

第１四半期

進
捗
評
価
の
実
施

令和２年度（２０２０年度）

第１四半期 第２四半期
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事
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推
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・昨年度の
進捗評価シート確認

各事業の実施

■
担
当
者
会
議

令和２年度
（２０２０年度）
進捗評価、

二期計画の事業確

認ほか

進捗評価、
の提出

・次年度の事業予定
・二期計画の事業

確認ほか
・進捗評価案の確認
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識
者
の
意
見
聴
取
（
正
式
）

〇庁内の推進体制
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進 捗 評 価 項 目

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

1
百舌鳥古墳群
　整備事業

〇御廟表塚古墳をはじめと
する古墳の整備に向けた発
掘調査

■ □

　いたすけ古墳や長塚古墳において樹木や竹の伐採など環境整備事業を実施し、墳丘の保護と視認化を図った。このことにより各時代に培われてきた多様な歴史・文化資源の保存と活用が図られ
る。
　また御廟表塚古墳の整備に向けた基本設計を実施。
　令和3年度は御廟表塚古墳の整備に向けた実施設計、長塚古墳の高木伐採など
の環境整備事業を実施する予定。

2
歴史的建造物
　保存修理事業

〇整備及び保存修理工
事の実施

■ □

〇保存修理工事着工（令和２年４月１日）
〇「堺市指定有形文化財井上関右衛門家住宅（鉄砲鍛冶屋敷）保存修理工事（その２）ほか監理業務」着手
〇「堺市指定有形文化財井上関右衛門家住宅（鉄砲鍛冶屋敷）保存修理工事（その２）に伴う機械設備工事（第１期）」着手
〇堺鉄砲鍛冶屋敷井上関右衛門家文書の調査を継続して実施
○整備に向けてクラウドファンディングによる寄付を募集（令和2年7月22日～10月19日）　　94件
○調査成果を基に企画展を開催「蔵のとびらを開いてみれば」（令和2年8月19日～9月14日）　来館者数　1699名
　 講演会参加者　67名
　これらを実施することにより各時代に培われてきた多様な歴史・文化資源の保存と活用が図られる。
 


3
市民と協働した古墳
の保存管理に向け
た取組み

○シンポジウム，講演会等の
開催
○古墳周辺の美化清掃につ
いての広報活動等

■ □

事業名

進捗評価

令和２年度事業の進行管理総括表

　新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から企画していた複数のイベントなどの開催が中止となった。
〇クボタ堺感謝デー【桧塚古墳見学ツアー】（クボタ堺工場との連携）、親子で楽しむ古墳めぐりウォーキング
　（堺ライオンズクラブに協力　於：大仙公園）　、市民主体の清掃活動である仁徳陵をまもり隊による清掃活動が中止。

〇　「百舌鳥古墳群魅力発掘講座」（全５回）（令和３年1月１６日（土）～３月１３日（土））が全て中止
　第1回　堺の古墳
　第2回　大阪古墳探訪－摂河泉の古墳と古墳群－
　第3回　和泉の古墳
　第4回　松原市の古墳
　第5回　高安山麓の古墳

○新型コロナウィルスの感染状況を注視しながら、今後も保存管理の意識の醸成を図るため、古墳群の価値をより多くの方に理解し
ていただけるよう、市民や民間事業者とさらに連携し、オンライン開催を含め、講演会やイベント等の開催方法の検討を進める。

進捗状況

俵倉柱足元に残る番付（令和２年８月２１日） 柱根継の加工風景（令和２年１１月２７日） 道具蔵１階床及び壁解体（令和２年１０月８日）

いたすけ古墳環境整備事業（竹伐採作業）（令和３年２月）

「百舌鳥古墳群魅力発掘講座」（全５回中止）
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進 捗 評 価 項 目

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

事業名

進捗評価

令和２年度事業の進行管理総括表

進捗状況

4
堺市地域文化遺産
　活用活性化事業

○継続的な取組み ■ □

5
ボランティアガイドの
育成・支援

○継続的な育成・
支援の実施 ■ □

　研修・勉強会等の実施により、ボランティアガイド全体の知識や技能が向上したほか、来訪者対策の充実が図られた。

○堺観光ボランティア入門講座
　 新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から中止
○その他研修・勉強会
　４月：29期生対象まち歩き勉強会④
       　市役所展望ロビー児童見学勉強会
　　　　　町屋歴史勉強会
　６月：世界文化遺産勉強会
　　　　日本庭園勉強会
　９月：第１回全体研修会明治以降の古墳保護の歩み　参加人数48人
　　　　29期生対象まち歩き勉強会数④　12名
　12月：第二回全体研修会千利休と戦国武将
　１月：公開講演会「かんながらの道」
  ２月：マナーと事例紹介
　

6
堺市地場産業振興
事業補助事業

○補助金交付（継続的な支
援） ■ □

　刃物、線香など市内地場産業6団体に対し、本補助金を交付し、事業活動を支援。イベントなどの開催を通して、地場産業のPR及び販路の拡大が図られた。

7
堺市伝統産業後継
者育成事業補助事
業

○補助金交付（継続的な支
援） ■ □

　市内伝統産業事業者に対し、本補助金を13件（19名）交付し、後継者育成を支援。
　このことにより、「もののはじまり何でも堺」に象徴される伝統の継承と振興が図られた。

文化遺産総合活用推進事業（地域文化遺産活性化事業）
〇地域の文化遺産次世代継承
　普及啓発事業として、堺の和紙文化とミニ掛け軸作りワークショップの２事業を実施。伝統的な工芸技術をはじめとした文化遺産を市民に広く普及し、理解を深めるため、町家歴史館など文化財公開施設を主な会場とし
て、今まで注目される機会の少なかった地域の文化遺産に対する市民の認知度が上昇するとともに、市民が地域の文化遺産を再発見し自らの地域を活性化していこうという意識醸成が図られた。
〇伝統文化継承基盤整備
　記録作成事業としては、だんじりやふとん太鼓の修理過程や曳行の様子を記録に残し、後継者養成事業では、講習会等により技術や歴史文化の継承に努めた。
　国選択・大阪府指定無形民俗文化財上神谷のこおどり用具等整備事業など合計17事業を実施することにより、地域の伝統文化継承の基盤を整備し、地域の伝統文化を一層活性化させることができた。
「堺市地域文化遺産活性化実行委員会」構成団体（令和２年度）
　堺こおどり保存会・船待神社神楽子供獅子保存会・美多彌神社流鏑馬保存会・堺式手織緞通技術保存協会・開口神社
八朔祭伝統文化保存継承委員会・湊地域伝統文化保存伝承実行委員会・百舌鳥八幡宮月見祭伝統文化保存伝承実行
委員会・八田荘地域伝統文化保存継承実行委員会・津久野地域伝統文化保存継承実行委員会・上神谷地域伝統文化
保存継承実行委員会）

刃物製造技法の指導育成 染色（注染）技法の指導育成

市内施設等での地場産品の展示（通年）

第１回全体研修会の様子
（令和2年9月8日）

完成したミニ掛け軸風タペストリー

新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受け、オンライン開催となった堺線香
まつり
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進 捗 評 価 項 目

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

事業名

進捗評価

令和２年度事業の進行管理総括表

進捗状況

8
阪堺線停留場美装
化事業

○環濠都市区域内の停留
場について美装化を実施 ■ □

　高須神社停留場の美装化事業を行った。
　このことにより来訪者が快適に周遊できる受入環境の向上に寄与した。

□■

○町家等の修景支援
○協議会活動の支援
○道路美装化の検討
　　　　　　　　　　　　等

9 まちなみ再生事業

○令和２年度の機運醸成等の取組み

・協議会ニュースvol.２５、vol２６、vol２７

協議会ニュースVol.２８(Ｒ３.３）発行予定

第１回町なみ再生連続講座
（令和２年７月４日）

第９回定期総会

（令和２年６月14日）
地蔵盆の行灯の展示

【おもな修景内容】
屋根瓦葺き替え、外壁の土壁及び杉板補修、開口部木製格子取付、塀の焼杉板補修等

○令和２年度の修景事業

高須神社停留場上りホーム 高須神社停留場下りホーム

（改修前） 撮影日：令和2年9月12 （改修後） 撮影日：令和3年1月21日

※R２年度の件数はR3年1月末時点

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 合計
修景事業

件数
1 4 9 4 2 4 24

堺環濠都市北部地区修景補助件数

堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会の取組み（公民協働）

令和2年6月 第9回総会開催

令和2年7月
協議会ニュースvol.25発行
町なみ再生連続講座（第1回）

令和2年8月 地蔵盆開催

令和2年10月

協議会ニュースvol.26発行
町なみ再生イベント週間
 「地域のみなさんとともに学ぶ、歴史的風致と文化的景観」の展示
　昔・町なみ歩こうイベント

令和3年1月 協議会ニュースvol.27発行

令和3年3月 協議会ニュースvol.28発行予定
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進 捗 評 価 項 目

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

事業名

進捗評価

令和２年度事業の進行管理総括表

進捗状況

10
百舌鳥古墳群に関
する情報発信

○インターネットによる情報
発信
○パンフレットやポスターの
作成等

■ □

11
百舌鳥古墳群ガイ
ダンス機能の整備

○遺産影響評価の実施 ■ □

12
環濠都市区域内に
おける案内板の改
善

○継続的に観光客向けの
案内板を改善 ■ □

　環濠都市区域内にある平成３０年の台風により破損した観光案内板【誘導案内板（神明町停留場上り）・誘導案内板（大小路停留場上り）・誘導案内板（花田口停留場下り）・（御陵前停留場下り）
の4箇所】を再整備することにより、来訪者が快適に周遊できる受入環境の向上に寄与した。

13
史跡・重要文化財
等公開事業

○春・秋における
文化財特別公開の実施 ■ □

○例年１１月に開催する秋季堺文化財特別公開は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から中止となった。

○春季堺文化財特別公開を実施（令和３年３月２７日、２８日）
　（参加者人数〓〓人）

14
自転車通行環境の
整備

○整備の推進
（錦南宗寺線ほか） ■ □

府道大阪和泉泉南線線における自転車レーンの整備　（令和２年度実施0.5ｋｍ/計画延長1.3km）

令和２年度末で1.3km
令和３年３月完了

　以下の事業を進めることで歴史豊かな堺の都市魅力の発信と共有に繋がった。
〇本市ホームページを活用し、タイムリーな情報発信をおこなった。
〇各種団体、民間企業と連携したＰＲの実施

　・世界遺産登録1周年記念動画をYouTubeにて配信（百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議と連携）（令和2年7月30日（木）～）
　・子ども向け4者合同パネル展「おしえて！もずふる」の開催（百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議と連携　於：堺市博物館）（令和2年8月8日（土）～30日（日））
　・世界遺産登録1周年記念事業　おおさか古墳サミットを開催（令和2年12月）
〇PRちらしやポスターを作成し、PR効果が見込める場所に配架・掲出を行った。
〇スマートフォン向けの周遊支援アプリを運営。

○堺市博物館内に設置の百舌鳥古墳群ガイダンスコーナーで、高精細な映像による来訪者向けガイダンスを実施。
○大仙公園内にある既存施設を活用し、世界遺産百舌鳥・古市古墳群のガイダンス機能をもつ「百舌鳥古墳群ビジターセンター」の整備を進めて、3月13日にオープンした。
○今後、この施設を拠点として古墳群の周遊促進を図る。

施工前 施工後

再整備後の写真

大阪和泉泉南線位置図

ビジターセンター内観 シアター画像（ビジターセンター内）
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進 捗 評 価 項 目

計画どおり
進捗してい

る

計画どおり
進捗してい

ない

評価項目③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

事業名

進捗評価

令和２年度事業の進行管理総括表

進捗状況

15
学校教育の場での
茶の湯体験
　（堺・スタンダード事業）

○小学校および中学校での
茶の湯体験の継続 ■ □

平成28年度は小学校93校、中学校27校で茶の湯体験を実施。
平成29年度は小学校91校、中学校29校で茶の湯体験を実施。
平成30年度は小学校91校、中学校27校、支援学校２校で茶の湯体験を実施。
令和元年度は小学校92校、中学校37校で茶の湯体験を実施。
令和2年度は小学校70校、中学校校28で茶の湯体験を実施。
伝統文化に触れる機会を創出し、茶の湯への理解と意識の醸成を図った。

　新型コロナウィルス感染拡大を受け、体験施設の休館や講師からの辞退、また徹底した感染対策によっても実施が難しいなどの事情により今年度の実施を中止した学校が多い状況である。
　今年度の実施状況については、12月に実施する堺市「子どもがのびる」学びの診断において学校アンケートで照会。
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令和２年度事業の進行管理総括表

進 捗 評 価 項 目

計画どおり進捗
している

計画どおり進捗
していない

評価項目④文化財の保存又は活用に関する事項

1
文化財調査、指定、保存管理
（活用）計画の策定

■ □

〇「筒井家住宅主屋、座敷棟、茶室、門長屋、土蔵、土塀」を国登録有形文化財に登録（令和２年４月３日）
〇「旧十八屋（櫻館）主屋」を国登録有形文化財に登録（令和２年８月17日）

文化財調査、登録を進めることで、各時代に培われてきた多様な歴史・文化資源の保存と活用に繋げた。

2
文化財の修理事業、文化財の
周辺環境の整備事業

■ □

3 文化財の防災 ■ □

文化財防火デーの実施（新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から所轄消防署による通信指導を実施）
〇令和３年１月25・26日　指定文化財寺社等27箇所
堺市指定有形文化財本願寺堺別院の防災設備の設置を行った。

4 埋蔵文化財の取り扱い ■ □

5
文化財に関する普及・啓発の
取組、民間団体への助成・支援
や連携・協力した取組

■ □

おおさか古墳サミット　（再掲：評価軸③－１　Ｐ６を参照）
「市民と協働した古墳の保存管理に向けた取り組み」(再掲：評価軸③－１　Ｐ６を参照）
「堺市地域文化遺産活用活性化事業」(再掲：評価軸③－１　Ｐ７を参照）
「ボランティアガイドの育成・支援」再掲：評価軸③－１　Ｐ８を参照）
「百舌鳥古墳群に関する情報発信」(再掲：評価軸③－１　Ｐ15を参照）
「史跡・重要文化財等公開事業」(再掲：評価軸③－１　Ｐ19を参照）
これらの取組を通して歴史の重層性により育まれた堺の都市魅力の一層の発信と共有に繋がった。

進捗評価

進捗状況事業名

　重点区域内には堺環濠都市遺跡や大山古墳、ミサンザイ古墳等の各古墳、陵西遺跡などの埋蔵文化財包蔵地があり、
開発に対しては、文化財保護法による届出または通知に基づき適切に指導している。令和２年度は、堺環濠都市遺跡で
発掘調査をしたほか、片蔵遺跡で古墳時代の建物跡等を確認した。
これらを通して、各時代に培われてきた多様な歴史・文化資源の保存と活用が図られた。

以下の事業を進めることで文化財への理解を深め、各時代に培われてきた多様な歴史・文化資源の保存と活用が図られた。
「百舌鳥古墳群整備事業」(再掲：評価軸③－１：Ｐ３を参照）
「歴史的建造物保存修理事業」(再掲：評価軸③－１：Ｐ５を参照）
「まちなみ再生事業」(再掲：評価軸③－１：Ｐ13を参照）
「環濠都市区域内における案内板の改善」(再掲：評価軸③－１：Ｐ17を参照）

筒井家住宅（撮影：市川靖史） 旧堺十八屋（櫻館）主屋

片蔵遺跡 調査風景（令和３年２月）

おおさか古墳サミット開催状況（令和2年12月12日）

令和２年度 文化財防火デーのポスター

春季文化財特別公開チラシ（開催日：令和3年3月27日・28日）
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令和２年度事業の進行管理総括表

評価項目⑤効果・影響等に関する報道(主な記事の抜粋)

掲載/報道日 掲載紙等 備　考

1 令和2年4月4日 読売新聞 3月26日(木)から6月21日(日)まで南海堺駅に千利休のモニュメントが設置されている。

2 令和2年5月20日 BS朝日
天下人に仕えた 文化人をテーマとし、堺の言わずと知れた文化人「千利休」に焦点をあて、京都に加え故郷である堺の地も登場。京都の各所を訪ね堺の名所と併せて探る利休
のルーツを紹介。

3 令和2年6月26日 日経新聞 堺の鉄砲鍛冶屋敷からみつかった鉄砲の生産の帳簿から堺の鉄砲生産が幕末まで活況であったことがわかった。

4 令和2年7月19日 読売テレビ ソーシャルディスタンスを保った新様式での撮影の中、茶の湯など『堺ならでは！』の体験。

5 令和2年8月14日 朝日新聞
生産現場の一つだった「鉄砲鍛冶屋敷」が今も堺市堺区北旅籠町に残っています。江戸前期に建造された町家は、井上関右衛門を代々襲名した鉄砲鍛冶が作業場や居宅、
店舗として使い、明治時代の末まで鉄砲を造り続けていました。

6 令和2年9月8日 毎日放送 新しい堺の観光として『自転車タクシー』を特集。さかい利晶の杜をスタートし、松川浩子アナウンサーが、フェニックス通り～大小路までを自転車タクシーで体験

7 令和2年9月24日 毎日新聞
戦国時代以降に鉄砲の一大生産地となった名残を今に伝える「鉄砲鍛冶屋敷」の内部を３年後に一般公開しようと、堺市は修繕工事に着手した。街の歴史を深く知ってもらう場
にするためで、職人が作業した場所を復活させる計画

8 令和2年10月9日 NHK総合テレビ 物語の登場人物に縁りのある場所や、物語の舞台となった地を紹介する番組「麒麟がくる紀行」で堺のまちが紹介された。

9 令和2年10月15日 産経新聞 さかい利晶の杜で「透明回線 ART Exhibition 『SAKAI』」と銘打ったアートの企画展を開催

10 令和2年10月20日 産経新聞
大阪の街を真っ赤な、いつもとは違う表情の路面電車が駆け抜ける－。この秋、阪堺電気軌道（阪堺、大阪市）と、北九州市などを走る筑豊電気鉄道（筑鉄、福岡県中間市）が
車両カラーを交換するコラボ企画を始める。

11 令和2年10月28日 朝日新聞
11月に埼玉県である全国学生相撲選手権大会個人戦の優勝者（学生横綱）に大阪府堺市が贈る「堺大浜記念刀」を市内の刀匠、水野淳さん（44）が製作し、26日、永藤英機
市長に届けた。

12 令和2年11月7日 読売新聞/産経新聞/日経新聞
厚生労働省は6日、工業技術や衣服、建設など各分野で卓越した技能を持つ150人を2020年度の「現代の名工」に選んだと発表した。大阪府から選ばれたのは、大阪の伝統
工芸「堺打刃物」の鍛造技術で、はさみなどを製造する堺市の打刃物鍛造仕上工平川康弘さんをはじめ8人。

13 令和2年5月5日 朝日新聞
世界遺産の百舌鳥・古市古墳群にちなんだ「古墳なはちみつ」が発売された。古墳グッズを多く手がけてきた大阪府堺市堺区の「紙カフェ」と同区の国産ハチミツ専門店「雅蜂
（がほう）園」が組み、世界遺産がある大阪、奈良、和歌山3府県で採ったハチミツだけでつくった。

14 令和2年6月20日 毎日新聞 百舌鳥古墳群が世界遺産に登録され１年が経過する。古墳の参拝、継承のあり方について議論が必要である

15 令和2年7月5日 朝日新聞 ユネスコの世界文化遺産に登録され、6日で1年になる。古墳群をPRする堺市の公式キャラクター「ハニワ部長」がこの1年を振り返り、今後の活動についても語った

16 令和2年7月16日 産経新聞/日経新聞
堺市は１５日、世界遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群を構成する仁徳天皇陵古墳（大山古墳、堺区）近くに整備予定の案内施設の名称を「百舌鳥古墳群ビジターセン
ター」とし、来年３月にオープンさせると発表した

17 令和2年7月30日 朝日新聞 大阪府堺市と羽曳野、藤井寺両市にある百舌鳥・古市古墳群の古写真を集めたスポット展示が28日、堺市博物館（堺区）で始まった。

18 令和2年8月7日 日経新聞 堺市は市博物館の展示物を更新し、2021年3月にリニューアル・オープンする。大山古墳（仁徳天皇陵古墳）の中で石棺を納めた石室を復元し、埋葬当時を再現する。

19 令和2年8月24日 毎日新聞
堺、羽曳野、藤井寺市に広がる「百舌鳥・古市古墳群」が世界文化遺産に登録されて１年がたった。２０１９年７月の登録前後から古墳群の地元では観光客が急増したが、新型
コロナウイルスの感染拡大の影響で急ブレーキがかかった。古墳観光の目玉にしようと、堺市が計画していた気球による遊覧も開始のめどが立たず、関係者は気をもんでいる。

20 令和2年8月25日 読売新聞
「日本書紀を訪ねて 伝説編＜三＞応神と仁徳」は万世一系とされる天皇家が実は応神・仁徳天皇朝の頃に王朝交替があったのではないかとする「河内政権論」を取り上げ、大
阪府堺市、羽曳野市を訪ねる。

21 令和2年11月22日 産経新聞 堺市と「世界遺産　百舌鳥・古市古墳群を応援する堺市民の会」の協働で、百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録1周年を記念し、古墳すごろくを作成

22 令和2年12月13日 テレビ大阪 堺出身で堺親善大使の片岡愛之助さんをゲストに迎え、茶の湯体験や仁徳天皇陵古墳をはじめとする片岡さんおすすめスポットやゆかりの場所を巡る。

23 令和2年4月22日 産経新聞 無料投稿サイト「YouTube」配信されているPR動画が注目を集めている。刃物、古墳、鉄砲鍛冶といった「堺ならでは」をユーモラスに紹介。

24 令和2年7月1日 朝日新聞
大阪府南部の泉州地域では、いまひとつ地味な郷土史を広く知ってもらおうと、地元7市の文化施設8館が連携し始めている。地域同士をつなぐのは、それぞれの「博物館」が用
意したお札（ふだ）、通称「はくふだ」だ。

25 令和2年7月28日 読売新聞 山口家住宅をはじめとする町家歴史館で「染めの魅力 注染展」が開催されている。

26 令和2年9月8日 読売新聞 注染が経済産業大臣から「浪華本 染め」として国の伝統的工芸品指定を受けたことを記念し て、堺注染和晒興業会が新デザインの「注染シャツ」と「注染手ぬぐい」を制作

27 令和2年10月8日 産経新聞 令和 2 年3 月 から実証実験を開始しているシェアサイクルが 、 地域内の新たな移動手段の確保や 近隣センターの活性化にも資するため、 利用エリアを 南区 へ拡大した。

進捗状況 ■計画の進捗に影響なし　　□計画の進捗に影響あり 

環
濠
都
市
区
域
関
連

学生横綱に渾身の脇差しを　堺の水野さん製作

百
舌
鳥
古
墳
群
周
辺
区
域
関
連

「おでかけ発見バラエティ かがく de ムチャミタス！」

堺市シェアサイクル、南区まで拡大

百舌鳥・古市古墳群、世界文化遺産登録１年　観光回復へコロナの試練　気球遊覧、
開始めど立たず

堺市が大山古墳石室復元、展示へ

「日本書紀を訪ねて 伝説編＜三＞応神と仁徳」

そ
の
他

博物館のお札で「はくふだ」　大阪・泉州の8館が連携

堺あるある？！あふれる愛 マイ刺し身包丁　合コンに火縄銃  市の動画　再生24万回　

手ぬぐい　ひらり　山口家住宅で30点

堺の誇り　注染グッズ制作

古墳群、楽しく学んで　堺市の施設、来年３月オープン

古墳すごろく　学び進め

ハニワ部長「今から土器土器」　大山古墳の気球計画に

古墳の景観今昔　百舌鳥・古市古墳群の古写真展

「古墳なはちみつ」発売 　世界遺産ある大阪・奈良・和歌山で採取　堺のお店がコラボ

鉄砲鍛冶屋敷（堺市）　最古の工場、復活公開へ

ぶんかのミカタ　百舌鳥・古市古墳群　宗田好史氏

茶の香りで一服　南海堺駅にモニュメント

「クチコミ新発見！旅ぷら」（堺の街を旅したのは、フリーアナウンサーの森たけしさんと
山本浩之さん）

「ちちんぷいぷい」自転車タクシー

「麒麟がくる紀行」

現代の名工　府内８人

報道等タイトル/番組名

利休や晶子　魅力に新表現

真っ赤な「チン電」走る　阪堺と筑鉄コラボ　コロナ後の誘客狙う

「京都ぶらり歴史探訪」

文化の風　堺の鉄砲　幕末まで活況　関西大学・藪田貫名誉教授

（いにしえナビ）製造の歴史語る大量資料
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進 捗 評 価 項 目

計画の進
捗に影響

あり

計画の進
捗に影響

なし

評価項目⑥その他効果等

1
文化観光拠点における
展示の充実による魅力
の向上

□ ■

2
環濠都市堺の再生事
業

□ ■

　堺環濠エリアの歴史文化の継承とともに新たな魅力を創出し、住む人も訪れる人も愛着が持てる活気ある堺の実現に向けて、本市と地域のまちづくり団体等で構成される「堺環濠町づくり
協議会（通称：環濠茶論）」を平成29年３月に設立した。これまで協議会事業としてSNSを活用した情報発信やイベントの開催など、堺環濠エリアの認知度向上や市民意識の醸成に向けて
取り組み、歴史の重層性により育まれた堺の都市魅力の発信と共有を図ってきた。
　今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、SNS等による情報発信を主に実施してきた。また、環濠茶論のホームページの更新を行う予定。その他の取組として、環濠エリ
ア等で撮った写真に短歌を添えて投稿する「インスタ短歌」の募集を令和３年２月実施で企画していたが、緊急事態宣言の発出を受けて中止とした。

○令和２年度の取組
・令和２年４月　　　　　　　　　第１回堺環濠町づくり推進協議会開催（書面開催）
・令和３年１月　　　　　　　　　第２回堺環濠町づくり推進協議会開催（書面開催）
・令和３年３月　　　　　　　　　ホームページ更新業務（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３回堺環濠町づくり推進協議会開催（予定）

〇Instagram　令和２年度投稿数：20、リーチ数令和２年度増加分：7457、フォロワー数：511　（令和３年２月末現在）

令和２年度事業の進行管理総括表

事業名

進捗評価

進捗状況

○アルフォンス・ミュシャ生誕160年を記念企画展「はじめてのミュシャ」
　ミュシャの代表作（複製画）を通して、子どもから大人までミュシャ作品を楽しんでもらえる企画展を開催　(令和2年7月11日（土）～8月10日（月））

○企画展「蔵のとびらを開いてみれば～堺鉄砲鍛冶屋敷　井上関右衛門家」
井上関右衛門家資料の初の企画展を開催。（令和2年8月19日（水）～9月14日（月））

○企画展「透明回線 ART Exhibition『SAKAI』」令和2年9月19日（土）～10月18日（日）

○千利休　評伝劇　「雪間の草」（令和2年11月1日（日）/2日（月）/3日（火・祝））

○茶の湯の時間　～堺のお茶にまつわるお話～
講演会　「堺ゆかりの人々～一休宗純、江月宗玩、沢庵宗彭～」（令和2年10月4日（土））対談　「利休時代の堺町衆の喫茶」（10月24日（土））

○企画展　四代田辺竹雲斎展　（令和2年10月24日（土）～11月23日（月・祝）

○新型コロナウイルス禍の中で、「おうち時間で学ぼう」でオンラインで出来る展示品の動画配信による鑑賞体験、VRビュー体験、短時間で体験できるイベントなど楽しめるコンテンツを配信
した。

リーフレット
「堺環濠まちめぐり」

「はじめてのミュシャ」 蔵のとびらを開いてみれば 透明回線 ART Exhibition『SAKAI』」 茶の湯の時間千利休 評伝劇 「雪間の草」 四代田辺竹雲斎展
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進 捗 評 価 項 目

計画の進
捗に影響

あり

計画の進
捗に影響

なし

評価項目⑥その他効果等

令和２年度事業の進行管理総括表

事業名

進捗評価

進捗状況

3
自転車タクシー走行実
験の実施

□ ■

4 「SAKAI散走」の実施 □ ■

5
民間事業者主導による
シェアサイクルの導入の
検討

□ ■

　シェアサイクルとは、複数のポート（自転車の貸出・返却拠点）を設置し、利用者がどこのポートでも貸出・返却できるシステム。
　世界遺産の百舌鳥古墳群や旧市街地・環濠エリアなど堺の歴史文化を自転車で周遊できるようポートを設置することで回遊性を高め、堺の魅力発信やまちの賑わい創出などにつ
なげていく。
○令和２年３月10日  　実証実験開始　２１ポート
○令和２年６月２６日　ポート増設　８ポート
○令和２年９月３０日　エリア拡大　堺市南区　１１ポート
○令和２年１０月２９日　ポート増設　２ポート

○環濠エリアなどに点在する歴史・文化資源を活用し、「自転車のまち堺」を打ち出しながら堺のまちの回遊性を高めることで地域の賑わいを創出することを目的に、堺産自転車タクシーを
用いての観光周遊事業を実施している。
　（実施期間：令和2年9月5日～11月29日の土・日・祝日、さかい利晶の杜を起点に、旧市街地「環濠エリア」内を周遊）
○自転車タクシー観光周遊事業の効果を参考に、民間主体による堺産自転車タクシーの運営を令和3年3月以降に開始予定である。

　散歩するようにゆっくりと自転車で、点在する名所や旧跡などを巡る「SAKAI散走」を実施することにより、堺の歴史や文化に触れるきっかけづくりやまちを巡ることでの回遊性向上及びまち
の賑わいの創出を図る。また、散走を通じてあらためて自分のまちの良さや魅力に気づき、個々に伝えていくことでまちの活性化及び継続したまちづくりにつなげていくことを目的とした講座を
開催。

○新型コロナウイルス感染症対策に伴い令和２年４月２５日に予定していた「第４回SAKAI散走アンバサダー養成講座」
　は中止。今後の開催方法としてWeｂ上での開催等を検討中。（主催：堺市中心市街地活性化協議会）
○SAKAI散走アンバサダーを対象に堺イルミネーション散走を実施。（（主催：堺市中心市街地活性化協議会）

〇自転車タクシー周遊事業の様子（令和２年度の様子）

【御陵前交差点ポート】 【ザビエル公園ポート】
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